
音楽之友社　新刊のご案内 　＜２０２6年 3月＞

ロジャー・ニコルズ　著

判型 ： A5判 ページ ： 576（予定）頁

予価 9,240 円 （本体8400円＋税10％）

 ISBN978-4-276- 13156-9

■著者プロフィール■

ロジャー・ニコルズ（Roger Nichols）

（貴店名・帳合） （注文） ■3月新刊■　

A5判　・ 576（予定）頁  ISBN978-4-276-13156-9

予　価 9,240 円

冊

 モーリス・ラヴェル   海賊と時計職人

近代フランス音楽研究の第一人
者による
ラヴェル伝記の日本語版

1939年、イギリス・イーリー生まれ。オックスフォード大学ウースター・カレッジにてエドマンド・ラッブラ（作曲家）、フレデリック・スターンフェルド（音楽学者）に師
事。オープン大学、バーミンガム大学ほかイギリス国内のいくつかの学校・大学で教鞭をとった後、1980年よりフリーランスの著述家およびBBCの番組企画者・
キャスターとして活動。鍵盤奏者としての顔も持つ。ドビュッシー、ラヴェル、メシアン、ベルリオーズ、サティ、プーランクなど19世紀から現代までのフランス音
楽に関する多数の著書・編著書・訳書を手掛け、権威ある『ニューグローヴ世界音楽大事典』や『新グローヴ オペラ事典』でも項目執筆を担当。また、ロンドン・
ペータース社からラヴェルのピアノ曲やデュパルクの歌曲などの批判校訂譜を出版している。2006年、フランス音楽への40年にわたる幅広い貢献を称えられ、
レジオン・ドヌール勲章シュヴァリエ章を受勲。

（本体8400円＋税10％）

豊富な資料や関係者の証言をもとに構成され、ラヴェルとその
作品について比類ないほど深い洞察に満ちた、包括的な著作。
作曲活動の背景はもちろん、生い立ちやローマ賞での挫折、鋭
くも闘志あふれる性格、性的指向、晩年の病などを新しい視点
から掘り下げ、1928年のアメリカ演奏旅行をこれまでにない
ほど詳細に記録。
ドビュッシー、フォーレ、ディアギレフ、ガーシュウィン、トスカ
ニーニらとの友情や確執を通して、ラヴェルの人間像と芸術の
世界が鮮やかに浮かび上がる。
「様々な情報源を駆使した学術的な信頼性に加え、著者特有の
ウィットに富んだ語り口も、本書の大きな魅力となっている。」
（「訳者あとがき」より）
貴重な図版・写真、巻末の注・ラヴェル年譜・全作品目録・参考文
献・索引も大変充実。
専門家による訳に加え、的確な訳注も読者の助けとなるだろ
う。
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